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水よう液1
①　ものが水にとけて全体に広がり，すき通った
液を水よう液といいます。水よう液には，色が
ついているものもあります。

②　水よう液は，水が 蒸
じょう

発
はつ

しないようにしてし

ばらく置いておいても，とけたものが出てくる

ことはなく，どこでも同じこさになっています。
③　水よう液の重さは，水の重さとと
かしたものの重さの和になります。

2 きまった量の水にとける量

①　きまった量の水にとけるものの量には，限度
があります。
②　きまった量の水にとける量は，とかすものに
よってちがいます。例えば，20℃の水100mL

に食塩は35.8茜とけますが，ホウ酸は4.9茜し

かとけません。

③　水の量が2倍，3倍， になると，とけるも
のの量も2倍，3倍， になります。

3 メスシリンダーの使い方

　　液体の体積を正確にはかるには，メスシリンダーを使います。

水にものをとかした液には，どんな性質があるのかな？
水にとけているものをとり出すには，どのようにしたらいいかな？

2 もののとけ方2

ものをとかす前ととかしたあとの，
全体の重さは同じだね。

いろいろな量の水（20℃）にとけるものの量
水の量（mL） 10 50 100

食塩（茜） 3.6 17.9 35.8

ホウ酸（茜） 0.5 2.4 4.9

ミョウバン（茜） 1.1 5.7 11.4

10mLの水に 3.6茜の食塩がとけるから，
20mLの水には，3.6 × 2 ＝ 7.2（茜）の食
塩がとけるよ。

コーヒーシュガー コーヒーシュガーの
水よう液

水

1日後

水
食塩

電子てんびん

食塩を
水に
とかす。

食塩水

150.0g …とかす前 150.0g  …とかしたあと

メスシリンダー
スポイト

液面

メスシリンダーの使い方（水 50mLをはかりとる）

1mLの量の水の重さは，
1gになります。

①　メスシリンダーを水平なところ
　に置き，50 のめもりより少し下
　のところまで水を入れる。

②　真横から 50 のめもりを見ながら，
　液面が 50 のめもりの高さになるよ
　うにスポイトで水を入れる。

③　量を読み取るとき
には，50.0mLと読む。

（めもりの 1

10
まで読む。）
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●学習日　　　月　　　日

水よう液1
水よう液の性質

必ず無色？
あ

水が蒸発しないようにして，し
ばらく置いておくとどうなる？

い

こさは部分によってちがう？
う

100茜の水に 20茜の食塩をとかした水よう液の重さは？
え

2 きまった量の水にとける量

50mLの水に食塩を少しずつ加えながら混ぜると，限りなくとける？
あ

50mLの水にとける量は，何をとかしても同じ？
い

水の量が 2 倍になると，とけるものの量はどうなる？
う

3 メスシリンダーの使い方

メスシリンダーの液面を見る位置と方向が正しくなるように，目の絵をかいてみよう
あ

左の図のメスシリンダーには，
何 mLの水が入っている？
い
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水の温度ともののとける量4
①　10℃の水50mLにホウ酸を少しずつ加えて

いき，とけ残りが出たところで加えるのをや

めます。このホウ酸水をあたためていくと，と

け残りがなくなります。

②　水の温度を上げると，とける量がふえます。
③　水の温度によるとける量の変化の大きさは，
とかすものによってちがいます。ホウ酸やミ
ョウバンは，水の温度を上げるととける量が
ふえますが，食塩は水の温度を上げても，と
ける量は少ししかふえません。

5 とけているものをとり出す方法

水よう液の温度を下げる
①　水よう液の温度を下げると，とける限度の量が少なくな
り，とけきれなくなったものがつぶとなって出てきます。
このつぶと液体を分けるには，ろ過をします。
②　この方法は，ホウ酸やミョウバンのように，温度による
とける量の変化が大きいものをとり出すのに適しています。

水よう液の水を蒸
じょう

発
はつ

させる
①　水よう液の水を蒸発させると，とけているものが出
てきます。
②　この方法は，食塩のように，温度によってとける量
の変化があまりないものをとり出すのに適しています。

50mLの水にとける量

水の温度（℃） 10 20 30 40 50 60

食塩（茜） 17.9 17.9 18.0 18.2 18.3 18.5

ホウ酸（茜） 1.8 2.4 3.4 4.4 5.7 7.4

ミョウバン（茜） 3.8 5.7 8.3 11.9 18.2 28.7

30℃の水 50mLにホウ酸を限度の量（3.4茜）までとか
した水よう液を 10℃まで冷やすと，
3.4－1.8＝ 1.6（茜）のホウ酸が出てきます。

温度計

ガラスぼう
ホウ酸

あたためる

10℃の
水 50mL

とけ残りが出るまで
少しずつ加える

水の温度を上げると，
全部とける

60～70℃
の湯

50 の水にとける量

30

20

10

0
10 30 60（℃）

食塩　　ホウ酸　　ミョウバン

（ ）

ホウ酸がとける

温度が
下がる

温度が
上がる

ホウ酸が出てくる

ろ紙の折り方ろ過のしかた

しっかり
と折る。

軽く折る。 開く。

ろ紙を水で
ぬらし，
ろうとにつ
ける

ろうと

ろうと
ろ紙

ガラスぼう

ろうとの先の
長い方を，
ビーカーの内
側につける

液はガラスぼうを
伝わらせて入れる

ガラスぼう
の先は，ろ
紙の重なっ
ているとこ
ろにあてる

ろうと台

❶　ろ紙を右図のよ
　うに折り，開いて，
　ろうとに合わせて
　しっかりと折る。
 
❷　ろ紙を水でぬら
　して，ろうとにつ
　ける。
 
❸　ろうとをろうと
　台にのせ，下にビ
　ーカーを置き，液
　をガラスぼうを伝
　わらせてそそぐ。

食塩水
食塩

食塩のつぶ
が出てくる

水よう液の
水を蒸発
させる
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ガラスぼう

ろうと台

●学習日　　　月　　　日

食塩，ホウ酸，ミョウバンで，水の温度によるとける量の変化の大きさはどれも同じ？
う

水の温度ともののとける量4
水の温度を上げていくと，10℃でとけ残ったホウ
酸はどうなる？
あ

この実験の結果からわかることは？
い

5 とけているものをとり出す方法

とけているものをとり出す方法

ろ過のしかた

方法
どのような性質をもつものをとり出すのに
適している？

とり出すのに適してい
るものの例

あ う

ホウ酸，
ミョウバン

い え

食塩

外側のガラス器具
お

内側の白い紙
か

ろうとの先はどのようにする？
き

液はどのようにして入れる？

ガラスぼうの先はどこにあてる？

く

け

温度計
ガラスぼう

ホウ酸

あたためる

10℃の
水 50mL

とけ残りが出るまで少しずつ
加える

60～70℃
の湯SAM
PLE




